
 

 

 

チャレンジ問題 12月 ① 

名 前 
 

 

１ 紀元前６世紀ごろの古代ギリシャで  タレスの方法 

活躍した学者の１人に,タレスという人 

がいます。タレスは，右のようにして, 

陸上から直接測ることができない船ま 

での距離を求めたといわれています。 

   次の（１）から（３）までの各問い

に答えなさい。 

（１）点Ａから船Ｂまでの距離を求めるた 

めに，タレスの方法では，次のような 

考えが使われています。下の     に 

当てはまる記号を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）タレスの方法で点Ａから船Ｂまでの距離を求めることができるのは，△ＡＢＣと 

△ＤＥＣが合同であるからです。下線部を証明するための根拠となることがらを， 

三角形の合同条件を用いて書きなさい。 

   

 

（３）タレスの方法では，∠ＢＡＣと∠ＥＤＣの大きさを90°にしています。下のアからエは，

この∠ＢＡＣと∠ＥＤＣの大きさについて述べたものです。正しいものを１つ選びなさい。 

   ア ∠ＢＡＣと∠ＥＤＣがどちらも90°のときだけ，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用して 

船までの距離を求めることができる。 

   イ ∠ＢＡＣ＝∠ＥＤＣであれば，90°にしなくても，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用して

船までの距離を求めることができる。 

   ウ ∠ＢＡＣを90°にすれば，∠ＥＤＣを何度にしても，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用し

て船までの距離を求めることができる。 

   エ ∠ＢＡＣと∠ＥＤＣの大きさを等しくしなくても，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用して

船までの距離を求めることができる。 

（   月   日） 

２年 数学 

線分ＡＢの長さを直接測ることが

できないので，△ＡＢＣと合同な 

△ＤＥＣをつくり，線分ＡＢの長さ 

を線分     の長さに置きかえて 

求める。 

Ｃhallenge 

 

 



 

 

 

チャレンジ問題 12月 ① 

名 前 解  答 

 

１ 紀元前６世紀ごろの古代ギリシャで  タレスの方法 

活躍した学者の１人に,タレスという人 

がいます。タレスは，右のようにして, 

陸上から直接測ることができない船ま 

での距離を求めたといわれています。 

   次の（１）から（３）までの各問い

に答えなさい。 

（１）点Ａから船Ｂまでの距離を求めるた 

めに，タレスの方法では，次のような 

考えが使われています。下の    に 

当てはまる記号を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）タレスの方法で点Ａから船Ｂまでの距離を求めることができるのは，△ＡＢＣと 

△ＤＥＣが合同であるからです。下線部を証明するための根拠となることがらを， 

三角形の合同条件を用いて書きなさい。 

   

 

（３）タレスの方法では，∠ＢＡＣと∠ＥＤＣの大きさを90°にしています。下のアからエは，

この∠ＢＡＣと∠ＥＤＣの大きさについて述べたものです。正しいものを１つ選びなさい。 

   ア ∠ＢＡＣと∠ＥＤＣがどちらも90°のときだけ，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用して 

船までの距離を求めることができる。 

   イ ∠ＢＡＣ＝∠ＥＤＣであれば，90°にしなくても，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用して

船までの距離を求めることができる。 

   ウ ∠ＢＡＣを90°にすれば，∠ＥＤＣを何度にしても，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用し

て船までの距離を求めることができる。 

   エ ∠ＢＡＣと∠ＥＤＣの大きさを等しくしなくても，△ＡＢＣ≡△ＤＥＣを利用して

船までの距離を求めることができる。 

（   月   日） 

２年 数学 

線分ＡＢの長さを直接測ることが

できないので，△ＡＢＣと合同な 

△ＤＥＣをつくり，線分ＡＢの長さ 

を線分   の長さに置きかえて 

求める。 

Ｃhallenge 

 

 

ＤＥ 

（正答例）１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい２つの三角形は合同である。 

イ 

合同な三角形を作って，

対応する辺を測ることで求

めます。 

根拠となる三角形の合同条件をあげて説明しましょう。 

合同な三角形さえ作れれば，対応する辺を測ることで求められます。 



 

 

中２チャレンジ１２月① 
 
（参考）過去の調査における正答率 
問題番号 調査の名称（実施学年） 正答率（％） 

１ (1) 
平成23全国学力・学習状況調査・中学校 

―― 
(2) ―― 
(3) ―― 

 
（参考）解答類型及び過去の調査における反応率 

◎ … 解答として求める条件をすべて満たしている正答 
○ … 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 

問題番号 解答類型 
反応率 
（％） 

自校の
反応率 

正答 

１ (1) １ ＤＥ  と解答しているもの －  ◎ 
２ ＣＢ  と解答しているもの －   
３ ＣＥ  と解答しているもの －   
４ ＡＤ  と解答しているもの －   
５ ＡＣ  と解答しているもの －   
６ ＡＥ  と解答しているもの －   

９ 上記以外の解答 －   

０ 無解答 －   

(2) 

 

 

 

（正答の条件） 

次の(a)，(b)を記述しているもの（問題のなかの記号を用いて，(a)，(b)

を記述しているものを含む) 

(a)「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい２つの三角形は」などの

主部（前提あるいは根拠にあたる部分） 

(b)「合同である」などの述部（結論にあたる部分）。 
  

 

（正答例） 

１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい２つの三角形は合同である。 

（解答類型１） 

１ (a)，(b)を記述しているもの 

例１ １組の辺とその両端の角が等しい三角形は合同である。 

例２ ＡＣ＝ＤＣ，∠ＢＡＣ＝∠ＥＤＣ，∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＥより，△Ａ

ＢＣと△ＤＥＣは合同である。 

－  

◎ 

２ (a)のみを記述しているもの 

例１ １辺とその両端の角が等しい。 

例２ ＡＣ＝ＤＣ，∠ＢＡＣ＝∠ＥＤＣ，∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＥ 

－  
○ 

３ (a)を記述しているが，(b)の記述に誤りがあるもの 

例１ １組の辺とその両端の角が等しい三角形は直角三角形である。 

例２ 両端の角がそれぞれ等しい三角形は合同である。 

－  

 

４ (a)と(b)を入れ替えて記述しているもの（(a)が十分でないものを含む） 

例 合同な三角形は，１辺とその両端の角が等しい。 
－  

 

５ 「３組の辺がそれぞれ等しい」について記述しているもの －   

６ 「２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい」について記述しているもの。 －   

７ 「直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいについて記述してい

るもの 
－  

 

８ 「直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい」について記述している

もの。 
－  

 

９ 上記以外の解答 －   

０ 無解答 －   

(3) １ ア と解答しているもの。 －   

２ イ と解答しているもの －  ◎ 

３ ウ と解答しているもの －   

４ エ と解答しているもの －   

９ 上記以外の解答 －   

０ 無解答 －   
 


